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　　　A－106アスa ルビン紋のボーラa ダラフ浹,こ＆よぼす^種長存物墳の影響･てっ

　　　　　　丿て( ￥d袱)　　　　　　武庫Ill-ft-大泉政　゜米田安子･ 堰見咳子

　目的　アスコルビン酸(AA)はぷ- ヲログラフ酸化波I ネすのも　その波あの測定に

よって定量され，ふ趨の試粁につ口Tの定ｔ分棺心ヾ欠　嗣化され7 () 5 , i,々ヽし電解液

･'のふ糟夭ﾀﾞl匈債･*，(り電解液の軸度.U)肪との相互反応，り),lc叙電極めへの吸為に

よる影1?などぷよワて波あを支化させ5 こt t<見出されて口る．希方はこのよ川こ合

昶或存杓償*ヽ■存在す3 場合のがの酸化波a及ぼす条響＆$S＼らべ§ ;とによって, よう

疋確な肌のポーテロ7'ラフ定-f法*り碓£され? ものと溥へ本研北I行，た．瓦･こ．猷

堵の食ゐ材料なご£添加i nけ易合の郵－と鯛らべ, それらのなカリC もM のま高£低下

さ-trるものヵ哺るこt I 明らカリベre.今SI t V き政J 洛種紙粁･こつ11ての恥響り

らべるt ＼司時に，A存匈曳の蹟索I'ij つnので報告す3.

　方法　瓦ず寿雄の試糾につ口7 試料液£作戒i. り一定濃度の標準hM落涙に対する

試粁衣の添加-f I 支化ざせた場食　淘一疋濃度の試粁液中に標準朋の添ﾛ量i 吏化さ

せた場令につりて波高＆冽えし朋の波高に対する影'VJ調らべ/'く.

　瑞東　レモン, V カン，カキ，ﾋﾞ'－-7ン, ダイコンtヤイングン，卑七　カボチ

ャ″',す涙μﾀiaんﾋ'影If が゛な<>こt, ホケレンy ク, ')ン礼　工聚　シ3-ンf'/，セヅ

, tンコンの汁液, 林本の淡力液μ¶/＼の酸化波μ影響i ,

I れらの夫存匈隻にフ" T検片i <f つμμ栗，その一つt I. X タンニンが朋0 肢化波

に対(- でIり岑i y

　　　A－107　スンペ唯心啄存朗朗すμt;ヽ･f -& t."タ＼ンc.り良化I- フヽ･て

　　　　　　作川尺舷ct　　島野礼子　c〉案す昂凛手

　目的　長野県木曽地方fお< A･ら作今れtい-，ス> 1壇1*. 野菜槻の£レ・･胤しい

冬の閑心像嘉食どして. 当地方･り食t.fk 上重ヽ寥fi地征を｡とめ?ぃゐ. 3 か策繊・､もご

他の一敗･･冷物t かu ^)熹な') . 調味料を- り恥･T≒天瓢の払酸､菌[・i. ｡醗酵£ 利

用しn疹しい漬物であ々.このスンキ凌I' っ"べ、保存期間申りﾋ;'グミンt り曳払^

唄妓し匹瀧野県内で｛1) ー般的四乍りれtぃろ野吸茶5t C食塩ぶμ)icっ、 X も同

時に冽良に両羞乞比｡帳検討しにi なあわぞtヒ:リミンしめ妬<k痕､に閑^りり)^ ど

児われう窄けの朗にフロt , そ･ｸ変化を測劃レか、

　方残　試料はスンベ殯、It 晟著､靖失I' φ張り野沢系をiflいｔ /･2月初めに積り込み、

以俊a 月下旬まで- 定期間￥､て刺史･' 恢レf'-。ビタ・ンc･つ良量I*. 菓・･郡奪'c蓼-ﾜ

僻分とI' 分If てヒド'クジン比色茲r- ぷ:リ行なり.　pH り癩史はがラスも極pH メータ

- i. 印いて竹叩つμ.

　緒象　スン々漬.*野火茶清I' ルベ゛てー^^^ ビタミンC ワ残存雫u 低< , 系期ウピタ

ミンC. の柿絡bいク､.^らrはあI り知尿iJ期吟r'きびい・野衷菜傭い-f. fH r ヱ~そレ

蔀めうZ 月末召いい3 月初め禰t f' /S｀叫芦程^屠まれていた。J 右墳ヽﾌﾟう前ｳ矛･粁求

では葉の僻かにCよい* うφヅ多奇。ビタミンt ^唐肩亨台r, 漬物Y.レか場か白ぷ

15とんど兼が槌められない。川にっヽ、て1洛. スン^ 准r' ti一貫して剃前俊で｀i とん

ど変化がt-tfいが、野晟基壇で＼ii ぶhi-h-ら徐/^ I- 下降1/ , z 月末吋ヽ･レ3 1^初め禰最も

･ｳりとUジ、八後上早し節めな。


